
花
め
ぐ
り
バ
ス
で

　

春
の
匝
瑳
を
巡
ろ
う

そうさチューリップ祭り黄門桜

飯高寺（飯高檀林跡）ふれあいパーク八日市場

匝
瑳
の
春

見
ど
こ
ろ
ガ
イ
ド

第９回飯高檀林新緑祭

あ
て
先…

あ
て
先…

あ
て
先…
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１
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匝
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秘
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課
広
報
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聴
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〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
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３
番
地
２

☎
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・
０
０
８
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Ｆ
Ａ
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・
１
１
１
４

力
作

募
集
中

日
朗
の
寺

野
手
を
歩
く

匝瑳
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朗生寺で行われた「百日荒行帰山奉告式」での水行

　
「
日
朗
菩
薩
誕
生
地　

野
手
朗

生
寺
」
と
染
め
抜
か
れ
た
は
っ
ぴ

を
着
た
檀
信
徒
な
ど
が
見
つ
め
る

中
、
２
月
21
日
同
寺
で
「
百
日
荒

行
帰
山
奉
告
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

朗
生
寺
は
日
蓮
宗
の
寺
院
で
、

鎌
倉
時
代
後
期
の
僧
・
日
朗
ゆ
か

り
の
寺
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
日
蓮
宗
事
典
』
に
よ
れ
ば
、

日
朗
は
「
１
２
４
５
年
、
下
総
国

海
上
郡
能
手
郷
に
平
賀
有
国
の
子

と
し
て
生
ま
れ
、
母

は
能
手
の
領
主
印
東

祐
昭
の
次
女
、
の
ち

の
妙
朗
尼
と
す
る
が
、

定
か
で
は
な
い
」
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
朗
は
宗
祖
日
蓮

の
６
人
の
弟
子
の
ひ

と
り
で
、
の
ち
に
日

朗
門
流
の
派
祖
と
な

り
教
団
の
拡
張
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
朗
生
寺
は
日

朗
が
生
ま
れ
た
地
に

建
て
ら
れ
た
寺
と
さ

れ
、
産
湯
の
井
戸
な

ど
ゆ
か
り
の
史
跡
が

あ
り
ま
す
。

　

境
内
に
は
、
歴
代

住
職
の
墓
と
並
ん
で

「
日
朗
の
顕
彰
碑
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
１
７
２
３
年
に
日
朗
４
０
０
遠

忌
（
年
忌
）
に
日
顗
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
日
顗
は
木
積
村

（
豊
栄
地
区
）
の
生
ま
れ
で
、
飯

高
檀
林
に
学
び
、
日
朗
の
功
績
を

し
の
び
、
朗
生
寺
に
も
深
く
か
か

わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
日
顗
は
池

上
本
門
寺
（
東
京
都
大
田
区
）
の

住
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

明
治
以
降
、
朗
生
寺
の
信
仰
は

広
い
範
囲
に
及
ん
だ
よ
う
で
、
石

灯
籠
や
石
碑
は
、
佐
原
町
（
現
在

の
香
取
市
）、
神
崎
町
、
二
川
村

（
現
在
の
芝
山
町
）
の
人
た
ち
か

ら
寄
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
日
朗
ゆ
か
り
の
史
跡

が
ほ
か
に
２
か
所
あ
り
、
１
７
４

８
年
と
１
８
５
９
年
に
建
て
ら
れ

た
供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。

　

帰
山
奉
告
式
は
、
同
寺
の
副
住

職
が
日
蓮
宗
大
荒
行
堂
（
市
川
市

中
山
法
華
経
寺
）
で
の
百
日
間
の

修
行
を
無
事
終
え
た
こ
と
を
檀
信

徒
ら
に
知
ら
せ
、
併
せ
て
世
界
平

和
を
祈
念
す
る
行
事
で
し
た
。

　

境
内
に
し
め
を
張
っ
た
水
行
場

を
清
め
た
あ
と
、
９
人
の
修
行
僧

は
声
高
に
経
を
唱
え
、
頭
か
ら
水

を
か
ぶ
る
よ
う
す
を
、
集
ま
っ
た

人
た
ち
は
合
掌
し
な
が
ら
見
つ
め

ま
し
た
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

川　　

柳

鈴
木　

十
世
志 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

あ
ら

ろ
う
し
ょ
う

に
ち
ろ
う

お
ん

に
ち
ぎ

き

の　

で

ひ
ら
が
あ
り
く
に

い
ん
ど
う

ゆ
う
す
け

み
よ
う
ろ
う
に

う
ぶ
ゆ

ぎ
ょ
う
き
ざ
ん
ほ
う
こ
く

春
雷
や
想
い
残
し
て
去
り
し
友 

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

菜
の
花
や
遍
照
の
鈴
遠
く
な
り 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

晴
江

種
浸
す
眠
る
い
の
ち
も
目
覚
め
け
り 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

ま
ん
さ
く
や
空
家
の
門
の
傾
き
て 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

初
蝶
の
行
方
は
バ
ス
に
消
さ
れ
け
り　

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

南
溟
の
伯
父
の
み
魂
ぞ
初
蝶
は 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

菜
の
花
や
姉
さ
か
ぶ
り
の
母
浮
か
ぶ 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

高
枝
に
は
や
早
生
梅
の
小
さ
き
花 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

も
く
れ
ん
に
隣
る
小
鉢
に
春
の
雨 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

春
の
夢
愛
奪
い
度
き
女
踊
る 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
実
雄

香
雲
へ
酒
よ
り
早
く
花
に
酔
い 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

桜
よ
り
余
興
に
燥
ぐ
花
見
酒 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

寒
に
耐
え
桜
便
り
を
じ
っ
と
待
ち 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

戻
れ
な
い
汚
染
の
故
郷
山
桜 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

花
見
酒
コ
ッ
プ
に
ひ
ら
り
散
る
桜 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
江

今
空
港
桜
花
爛
漫
見
た
昭
和 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

靖
国
の
桜
に
咲
け
と
煽
て
ら
れ 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

樹
木
医
の
努
力
古
木
に
花
咲
か
せ 

飯
倉
台　
　
　

川
島
よ
し
郎

子
は
宝
親
の
子
家
の
子
地
域
の
子 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

津

ひ
と
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